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 学位請求者である吉田洋一氏は、1982 年 3 月、青山学院大学経済学部経済学科を卒
業後、1982年 4月、横浜信用金庫に入庫し、2006年 4月まで 24年間勤務した。その間、
総合企画部 ALM 事務局、リスク管理統括部でリスク管理の経験を積んだ。2002 年 9 月
に多摩大学大学院経営情報学研究科修士課程に入学し、2004 年 9 月に同課程を修了し
た。その後、2006 年 5 月に、株式会社東京スター銀行に入行し、統合リスクマネジメ
ントチームに所属した。2007 年 3 月には、株式会社新銀行東京に入行し、内部統制統
括部の仕事をこなした。さらに、2007年 9月に日本郵政公社（2007年 10月に株式会社
ゆうちょ銀行）に移り、監査部門 監査企画部業務監査室本社監査グループの任に当た
っている。同氏は 2004 年 7 月に「管理とリスク管理の統合」と題する修士論文をまと
め、2007年 7月に『バリュー・アット・リスクの基礎知識』という本を刊行している。 














































































































析している点である。そのため、保有期間については、1 日、10 日だけでなく、20 日
についても検証を行っている。もっとも、保有期間 20 日については、正規分布を用い
た分散共分散法に対する優位性が明確ではなく、今後の課題として残されている。 
 吉田氏の研究においては、株式や為替については保有資産としてその価値変化を捉え
ているものの、本邦の銀行勘定の市場リスク把握という観点では、より大きな額を保有
する債券については、検証対象に加えていない。債券については、銀行実務では、様々
なタームの金利をリスクファクターとして捉えるなど、精緻な分析がなされている。そ
うした実務に即した議論を行うには、より詳細な検討が必要であり、今後の課題として
残されている。 
リスク管理においては定量的検討だけではなく質的検討も重要であるが、質的リスク管
理の考察は吉田氏の提出論文の対象外である。この問題は、別の研究者が取り組むべき課
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題であり、定量的な側面だけを捉えた吉田論文の価値を低めるものではない。 
 
４．評価 
 吉田洋一氏が提出された学位請求論文は、関係文献をよく渉猟し、吟味し、高度の分
析手法を用いて既存研究を考察し、新たな Value-at-Risk推計手法を提言し、金融リス
クの定量的な把握の研究と金融機関のリスク管理実務とに貢献している。 
 本審査委員会は、吉田洋一氏提出の学位請求論文が本研究科の博士論文としての条件
を十分に備えたものと認めるものである。 
